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子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
守
る
!

子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
守
る
!

― 

沢
田
地
区
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が
開
始 

― 
あ
た
た
か
い 

目

心

目

耳耳

心
　

悪
徳
業
者
の
横
行
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
、

お
年
寄
り
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
。
子
育
て
の

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
…
。
近
年
の
家
族
形
態
の
変

化
（
核
家
族
や
少
子
高
齢
化
な
ど
）
が
間
接
的

な
原
因
と
な
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

他
地
区
に
先
立
ち
４
月
か
ら
沢
田
地
区
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
全
体
で
弱
者
を
守
る
た

め
人
間
が
持
つ
、
あ
た
た
か
い　

目
・
耳
・
心

を
活
用
し
、
悩
み
ご
と
の
解
消
や
事
件
・
犯
罪

な
ど
を
未
然
に
防
い
で
い
く
活
動
で
す
。
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私たちは何をすればいいの？
　特別なことはありません。困ったり、悩んだりし
ている人をあたたかいまなざしで見守り、受け止
めることです。 

みんなもやってみてね！
■お年寄りや障害を持った人、子ども達に出会っ
たら、一声かけてね 

■洗濯物が何日も干しっぱなしだったら、ちょっ
と声をかけてね 

■新聞や郵便物が郵便受けにたまっていたら、ち
ょっと声をかけてみてね 

■牛乳が何日もたまっていたら、ちょっと声をか
けてみてね 

■戸が何日も閉まっていたら、戸をたたいて内部
を確かめてみてね 

■見かけない人が周辺をうろついていたら、気を
つけてみてね 

　

４
月
１
日
か
ら
、「
沢
田
地
区
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

沢
田
地
区
の
民
生
児
童
委
員
と
各
行
政
区

長
で
構
成
さ
れ
た
事
業
推
進
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
地
域
の
実
態
に
あ
わ
せ
、
ま

た
生
活
形
態
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
地
域
住
民
が
快
適
に
安
心
し
て
生
活
し

て
い
く
た
め
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を

考
え
実
践
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　

近
年
、
人
々
の
く
ら
し
は
め
ま
ぐ
る
し

く
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
農
村
地
帯

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
若
者
の
農
業
離
れ

に
よ
る
就
業
形
態
の
変
化
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
高
齢
者
世
帯
の
増
加
、
核
家
族
に

よ
る
育
児
負
担
や
子
育
て
に
対
す
る
悩
み

の
増
加
な
ど
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
子
ど

も
や
お
年
寄
り
が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪
が

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

問
題
や
犯
罪
は
、
起
こ
る
前
に
対
策
を

練
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
一
人

ひ
と
り
の
意
識
で
、
未
然
に
芽
を
取
り
除

く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
態
に
あ
わ
せ
て

地
域
の
実
態
に
あ
わ
せ
て

な
ぜ
今
、

な
ぜ
今
、

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

必
要
な
の
？

必
要
な
の
？

　

地
域
に
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
快

適
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
、
地
域
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
早
期
発
見
・
早
期

対
処
を
合
言
葉
に
、
地
域
で
声
か
け
・
気

に
か
け
・
支
え
あ
う
こ
と
で
、
問
題
が
悪

化
し
な
い
う
ち
に
、
ま
た
長
引
か
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
活
動
で
す
。

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
？

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
？
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南　
　

町

猫　
　

啼

王　

子　

平

荒　
　

町

和　
　

久

馬　

場　

町

新　

屋　

敷

古　
　

町

北　
　

町

新　
　

田

当　
　

町

新　
　

町

下　

沢　

井

松　

木　

下

三　
　

芦

�����
猫啼

�����
南町

�����
梁瀬

�����
下泉

�����
和久

�����
立ヶ岡

�����
新屋敷

�����
下泉

�����
北町

�����
塩ノ平

�����
当町

�����
新町

�����
沢井字小迎

�����
松木下

�����
鹿ノ坂

　

平
成　

年
度
、
行
政
区
長
の
委
嘱
状
交
付
式
が
４
月　

日
行
わ
れ
ま
し
た
。

１８

２４

　
　

名
の
行
政
区
長
は
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
町
の
パ
イ
プ

３９
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
同
日
に
は
、
区
長
会
総
会
も
あ
わ
せ

て
行
わ
れ
、
区
長
会
の
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

会　

長　

瀬
谷
重
明

　

副
会
長　

曽
根
文
彦
、
深
谷
政
勝
、
橋
本
忠
勇
、
飯
島
裕
、
西
牧
利
久
、

　
　
　
　
　

荻
野
好
章

　

監　

事　

遠
藤
秀
夫
、
矢
内
市
郎
右
衛
門
、
根
本
忠

行政区長 
決まる　 

平成18年度 平成18年度 

行政区長 
決まる　 

行
政
と
み
な
さ
ん
の
パ
イ
プ
役▲委嘱状交付式のようす
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上　

母　

畑

形　
　

見

山　
　

形

湯　

郷　

渡

谷　
　

沢

板　
　

橋

北　
　

山

坂　
　

路

南　

山　

形

中　
　

野

谷　
　

地

北　

山　

形

曲　
　

木

中　
　

田

本　
　

宮

塩　
　

沢

母
畑
第
一

双　
　

里

沢
井
三
里

古　
　

内

中　
　

央

赤　
　

羽

新　

屋　

敷

鳥　
　

内

�����
母畑字恵瀬郷

�����
形見字形見

�����
山形字福田

�����
湯郷渡字米子平

�����
谷沢字京賀ノ内

�������
板橋字茅刈場

�����
北山字高野

�����
坂路字馬場宿

�����
南山形字鴫内

�����
中野字水内

�����
谷地字竹ノ花

�����
北山形字沢尻

�����
曲木字小和清水

�����
中田字迎高野

�����
双里字本宮

�����
塩沢字表

�����
母畑字長石田

�����
双里字白坂下

�����
沢井字真明田

�����
沢井字後原

�����
沢井字上ノ原

�����
赤羽字新宿

�����
新屋敷字塩塚

�����
新屋敷字鳥内
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介
護
保
険
の
適
正
運
営
の
た
め
に 

一人ひとりが支える 

介護保険  介護保険  
一人ひとりが支える 

介護保険  
　
平
成
１２
年
度
に
始
ま

っ
た
介
護
保
険
制
度
は
、

５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る

制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

１８
年
度
か
ら
新
し
い
枠

組
み
で
再
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。 

　
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度

と
し
て
定
着
し
た
一
方
で
、
要
介
護
者
、

な
か
で
も
要
支
援
や
要
介
護
１
の
軽

度
の
人
が
急
増
し
、
給
付
さ
れ
る
費

用
も
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
原
因
を
み
て
み
る
と
、
高
齢
に

よ
る
衰
弱
な
ど
生
活
不
活
発
病
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
の
財

源
は
保
険
料
と
公

費（
税
金
）で
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

費
用
が
増
加
す
る

に
し
た
が
い
、
３

年
を
１
期
と
し
て

改
定
さ
れ
る
保
険

料
も
、
ま
す
ま
す

上
昇
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。 

　
２
０
２
５
年
を
ピ
ー
ク
と
す

る
高
齢
社
会
に
向
け
、
制
度
を

安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、

中
・
重
度
要
介
護
者
へ
の
給
付

に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
要

介
護
者
を
増
や
さ
な
い
、
重
度

化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
や
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
施
設
入
所
者
と
の
均

衡
を
図
り
、
給
付
を
効
率
化
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　

介
護
保
険
で
は
、
市
町
村
ご
と
に
ど
の

よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
く
ら
い
必

要
と
す
る
の
か
、
ま
た
保
険
料
は
い
く
ら

に
す
る
の
か
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
町
民
、
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
、
専
門
家
な
ど
と
話
し
合
い
な
が

ら
、
第
３
期
（
平
成　

年
〜　

年
度
）
事

１８

２０

業
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

保
険
料
の
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

65歳以上 
（第１号被保険者） 
の人の保険料 

町の 
介護保険 
給付金 

国の負担 

県の負担 

町の負担 

40歳～64歳 
（第2号被保険者） 
の人の保険料 

��� ���

���

�����

�����
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保険料額（年間）新しい保険料段階

１４，０００円基準額×０．４５生活保護受給者及び老齢福祉年金受給者で
世帯全員が住民税非課税の方第１段階

１５，６００円基準額×０．５０住民税非課税世帯であって、本人の課税年金
収入額と合計所得金額が８０万円以下の方第２段階

２１，８００円基準額×０．７０住民税非課税世帯であって、第２段階以外の方第３段階

３１，２００円基準額×１．００住民税非課税の方（住民税課税世帯）第４段階

４０，６００円基準額×１．３０本人が住民税課税で合計所得金額２００万円未満第５段階

５３，０００円基準額×１．７０本人が住民税課税で合計所得金額２００万円以上４００万円未満第６段階

５９，３００円基準額×１．９０本人が住民税課税で合計所得金額４００万円以上第７段階

  
特 
別 
徴 
収

　

年
金
の
定
期
支
払
い
（
年
６
回
）
の
際

に
、
介
護
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引

か
れ
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
老

齢（
退
職
）年
金
の
ほ
か
、
遺
族
年
金
、
障

害
年
金
も
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

  
普 
通 
徴 
収

　

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
も
と
づ
き
、
介

護
保
険
料
を
個
別
に
納
め
ま
す
。

●
町
が
送
付
す
る
納
付
書
を
持
っ
て
、
町

指
定
金
融
機
関
で
納
付
し
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
は

　

★
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

保
険
料
の
納
付
書
、
預
貯

金
の
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印

　

こ
れ
ら
を
持
っ
て
指
定
金

融
機
関
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

年
金
が
年
額

　

万
円
以
上
の
方

１８年
金
が
年
額

　

万
円
未
満
の
方

１８

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
、
保
険
料
を

納
め
ず
、
納
付
相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

と
き
、
い
っ
た
ん
費
用
を
全
額
自
己
負
担

し
、
後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
「
償
還
払

い
」
に
な
り
、
保
険
給
付
の
一
部
ま
た
は

全
額
を
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

災
害
な
ど
、
特
別
な
事
情
で
一
時
的
に

保
険
料
が
支
払
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

保
険
料
の
徴
収
猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

●
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
　

�　

―
９
１
２
４

２６

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

保
険
料
の
基
準
額（
H　

年
度
〜
Ｈ　

年
度
）

１８

２０

2
、
6
0
0
円

〔
決
め
方
〕

〔
収
め
方
〕

　

歳
以
上
の
方
の
保
険
料
（
第
１
号
被
保
険
者
）

６５

　

歳
か
ら　

歳
の
方

４０

６４

の
保
険
料　
　
　

（
第
２
号
被
保
険
者
）

〔
決
め
方
〕

　

所
得
や
資
産
の
状
況
、
世
帯
に
い
る　
４０

〜　

歳
の
介
護
保
険
対
象
者
の
人
数
な
ど

６４
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
算
定
さ
れ
た

保
険
料
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
２
分
の
１

を
国
が
負
担
し
ま
す
。

〔
納
め
方
〕

　

医
療
保
険
分
と
介
護
保
険
分
を
あ
わ
せ

て
、
一
つ
の
国
民
健
康
保
険
税
と
し
て
世

帯
主
が
納
め
ま
す
。

〔
決
め
方
〕

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定

方
法
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
算
定

さ
れ
た
保
険
料
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
２

分
の
１
を
事
業
主
が
負
担
し
ま
す
。

〔
納
め
方
〕

　

医
療
保
険
分
と
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ

て
、
一
つ
の
健
康
保
険
料
と
し
て
給
料
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
は

職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
は



　
４
月
６
日
、
役
場
窓
口
で
婚
姻
届
受
理
証
明
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
結
婚
し
て
町
内
に
住
ま
わ
れ
る
カ
ッ
プ
ル
へ
、
法

的
な
結
婚
の
瞬
間
（
婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た
時
）
を

一
生
の
思
い
出
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
二
人

の
記
念
写
真
と
婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た
証
明
（
婚
姻

届
受
理
証
明
書
）
を
額
に
入
れ
て
贈
呈
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
婚
姻
届
を
提
出
し
た
佐
藤
和
広
さ
ん
・

ゆ
か
り
さ
ん
（
中
野
）
へ
、
町
長
か
ら
第
一
号
の
受

理
証
明
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
末
長
い
幸

せ
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

婚
姻
届
受
理
証
明
書
贈
呈 

第
一
号
に
佐
藤
さ
ん 

　
４
月
１６
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町
消
防
団
（
荒

木
強
団
長
）
の
春
の
検
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
殉
職
消
防
団
の
御
霊
に
対
し
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ

と
、
荒
木
団
長
が
西
牧
町
長
に
点
検
者
を
委
嘱
。
分

団
ご
と
に
通
常
点
検
を
受
け
、
小
隊
訓
練
、
分
列
行

進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
長
年
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
元
団
長
永
瀬
謙
助

さ
ん
、
元
山
橋
分
団
長
小
木
文
男
さ
ん
、
元
沢
田
分

団
長
近
藤
孝
男
さ
ん
に
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年
勤
続
１０
年
以
上
の
団
員
３３

人
が
荒
木
団
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

町
消
防
団
春
の
検
閲
式 

　
４
月
８
日
、
沢
田
地
区
公
民
館
で
沢
井
三
里
区
（
野

崎
正
清
区
長
）
発
足
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
上
沢
井
・
大
池
・
竹
柄
の
三
区
１
３
３
世
帯
が
統

合
し
、
沢
井
三
里
区
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
野
崎
区
長
の
あ
い
さ
つ
、
合
併
ま
で

の
経
過
報
告
の
あ
と
、
町
長
か
ら
旧
三
区
の
区
長
へ

統
合
の
尽
力
へ
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
、
来
賓
祝
辞
、

中
島
世
一
副
区
長
に
よ
る
発
足
宣
言
、
結
び
に
深
谷

政
勝
沢
田
区
長
会
長
の
万
歳
三
唱
で
、
今
後
の
沢
井

三
里
区
の
団
結
と
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
今
後
も
町
で
は
、
行
政
区
適
正
運
営
の
た
め
統
合

促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

上
沢
井
・
大
池
・
竹
柄
が
統
合
し

沢
井
三
里
区
が
発
足 

街街かど
探検隊探検隊探検隊

桜ウォーク 
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４
月
２２
日
、
２３
日
、
あ
さ
ひ
公
園
な
ど
で

第
２０
回
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
矢
内
清
一
実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
に
続

き
菊
池
章
夫
さ
ん
総
合
司
会
の
も
と
ビ
ン
ゴ

大
会
、
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夕

方
か
ら
は
、
菊
池
章
夫
。
金
子
透
ラ
イ
ブ
シ

ョ
ー
、
石
川
ま
さ
る
さ
ん
ら
に
よ
る
歌
謡
シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
に
は
、
桜

ウ
ォ
ー
ク
や
ウ
ナ
ギ
・
マ
ス
つ
か
み
な
ど
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
待
ち
わ
び
た
か
の
よ
う
に
青

空
が
広
が
り
、
満
開
の
桜
の
も
と
多
く
の
家

族
連
れ
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 街

探検隊探検隊

取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

�
大
盛
況
の
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
ビ
ン
ゴ
大
会 

�
う
な
ぎ
・
マ
ス
つ
か
み
大
会
は 

　
子
ど
も
た
ち
の
大
歓
声 

�
初
め
て
行
わ
れ
た
桜
ウ
ォ
ー
ク
に 

　
多
く
の
家
族
連
れ
が 

桜今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た 

青
空
の
も
と
桜
ま
つ
り 

桜ウォーク 桜ウォーク 

▲文化協会・長寿会舞踏部による芸能発表会 

▲最年少３歳の女の子も元気に完歩 

��●● 広広報報いいししかかわわ６６月月号号
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
６
人
に
な

り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

５０

く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
３
月
に
結
婚
、
夫
婦

３０

で
大
井
製
作
所
へ
勤
め
、
退
職
ま
で
働
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
農
家
も
や
っ
て
い

て
、
田
ん
ぼ
や
畑
を
耕
し
ま
し
た
。
結
婚
し
た
当

時
は
、
運
搬
機
械
な
ど
も
な
く
、
背
負
っ
て
収
穫

し
た
農
作
物
や
道
具
を
運
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
現
在
は
、
農
業
も
息
子
た
ち
に
ゆ
ず
り
、

夫
婦
で
の
ん
び
り
と
第
２
の
人
生
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

金
栄
一　

飼
っ
て
い
る
４
頭
の
牛
の
世
話

が
楽
し
み
で
す
。

キ
ミ　

庭
の
花
の
手
入
れ
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

自
宅
脇
の
畑
か
ら
見
る
景
色
で
す
。
農
作

業
の
合
間
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
遠
く
の
那

須
な
ど
の
山
並
み
を
見
渡
す
と
、
疲
れ
も
吹
き
飛

び
ま
す
。町

政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

家
ま
で
の
道
が
ま
だ
舗
装
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
生
活
道
路
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

������������������������������������

������������������������������������������������������

氏名：近内金栄一さん（７１歳）
　　　　　キミ　さん（７０歳）
住所：中野字井戸上

第2の人生を楽しんでいます

職業職業����お菓子のさかいでお菓子の販売をしています。お菓子のさかいでお菓子の販売をしています。

���今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか

���先日、友人に誘われて仙台のプロバスケットボー先日、友人に誘われて仙台のプロバスケットボー

ルチームの試合を見に行ったのですが、選手のひルチームの試合を見に行ったのですが、選手のひ
たむきな姿と、地域の方々の熱い応援に胸を打たたむきな姿と、地域の方々の熱い応援に胸を打た
れました。これからはまってしまいそうですれました。これからはまってしまいそうです
（*＾ _　　（*＾ _ ＾^ *）*）

���将来やってみたいことや夢を聞かせてください将来やってみたいことや夢を聞かせてください

���小さくてもいいので自分の家を建てることです。小さくてもいいので自分の家を建てることです。

���町政に望むことはなんですか町政に望むことはなんですか

���あいさつが飛び交う町です。いろいろな犯罪などあいさつが飛び交う町です。いろいろな犯罪など

がなくなりそうだからです。私も心がけます。がなくなりそうだからです。私も心がけます。

���最後に理想のタイプは最後に理想のタイプは

���お互い言いたいことが言えて、一緒に成長できるお互い言いたいことが言えて、一緒に成長できる

人です。人です。
��次回は遠藤さんの紹介で次回は遠藤さんの紹介で五十嵐洋文さん五十嵐洋文さんです。です。

遠藤　初美さん（２０歳）●双里字本宮

●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町　

い
し
か
わ



●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（３歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課 広報広聴係　２６－２１１２ 

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp
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�サークル紹介コーナー�第１５回

私
た
ち
は
、

　

私
た
ち
は
、　

人
の
仲
間
が
、
太
極
拳

人
の
仲
間
が
、
太
極
拳

２５２５

を
習
得
す
る
た
め
週
１
度
集
ま
り
、
元
気

を
習
得
す
る
た
め
週
１
度
集
ま
り
、
元
気

に
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

に
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

太
極
拳
は
、
ゆ
っ
た
り
し
た
動
き
で
筋

　

太
極
拳
は
、
ゆ
っ
た
り
し
た
動
き
で
筋

肉
を
収
縮
さ
せ
関
節
を
伸
ば
し
た
り
、
呼

肉
を
収
縮
さ
せ
関
節
を
伸
ば
し
た
り
、
呼

吸
を
大
事
に
す
る
体
操
で
す
。
老
若
男
女

吸
を
大
事
に
す
る
体
操
で
す
。
老
若
男
女

問
わ
ず
に
誰
で
も
出
来
る
た
め
中
国
で
は
、

問
わ
ず
に
誰
で
も
出
来
る
た
め
中
国
で
は
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
よ
う
に
多
く
の
人
た
ち
が

ラ
ジ
オ
体
操
の
よ
う
に
多
く
の
人
た
ち
が

行
っ
て
い
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。

中
国
で
幼
い
頃
か
ら
太
極
拳
を
行
っ
て

　

中
国
で
幼
い
頃
か
ら
太
極
拳
を
行
っ
て

き
た
先
生
が
音
楽
に
あ
わ
せ
て
指
導
し
て

き
た
先
生
が
音
楽
に
あ
わ
せ
て
指
導
し
て

く
れ
ま
す
。

く
れ
ま
す
。

普
段
使
わ
れ
な
い
筋
肉
を
無
理
な
く
動

　

普
段
使
わ
れ
な
い
筋
肉
を
無
理
な
く
動

か
す
こ
と
で
肩
こ
り
、
腰
痛
、
ス
ト
レ
ス

か
す
こ
と
で
肩
こ
り
、
腰
痛
、
ス
ト
レ
ス

の
解
消
、
集
中
力
ア
ッ
プ
、
介
護
予
防
に

の
解
消
、
集
中
力
ア
ッ
プ
、
介
護
予
防
に

も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

��
お
問
合
せ
先

お
問
合
せ
先

中
島
福
信

　

中
島
福
信

電
話
２
６
―
３
７
９
０

　
　
　
　
　
　
　

電
話
２
６
―
３
７
９
０

▲老若男女だれでもできます

▲太極拳を極めた先生の指導で

�
�
�
�
�
�
�
�

「アンパンマンが大好きでマイペースな、「アンパンマンが大好きでマイペースな、
かずくん。お姉ちゃん達といつまでも仲かずくん。お姉ちゃん達といつまでも仲
良くね！」良くね！」 パパ・ママより（双里字谷津前） パパ・ママより（双里字谷津前）

菊田菊田 和　 和 志志ちゃん   ちゃん
かづ し

平成１６年平成１６年８月８月３１３１日日
生まれ生まれ

「「モリモリ食べてスクスクと大きくなりましモリモリ食べてスクスクと大きくなりまし
た！笑顔の素敵な男の子になってネ！！た！笑顔の素敵な男の子になってネ！！」」

パパ、ママよりパパ、ママより（双里字神主）（双里字神主）

斉藤 圭斉藤　 圭 吾吾ちゃん   ちゃん
けい ご

平成１６年平成１６年７月７月９９日日
生まれ生まれ



～なか～なかよしクラスとなるほど授業授業の紹介紹介コーナー～ ～なかよしクラスとなるほど授業の紹介コーナー～ 

山形小学校 
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５
月
５
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第

　

回
カ
ル
ピ
ス
こ
ど
も
の
日
全
国
少
年

１２野
球
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
野
球
教
室
は
、
社
団
法
人
全
国

野
球
振
興
会
（
日
本
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク

ラ
ブ
）
が
こ
ど
も
の
日
に
あ
わ
せ
、　
４７

都
道
府
県　

箇
所
で
毎
年
一
斉
に
開
催

５０

し
て
い
る
も
の
で
、
福
島
県
会
場
と
し

て
当
町
で
の
開
催
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
生
か

ら
中
学
生
の
野
球
少
年
た
ち
約
３
２
０

人
は
、
学
法
石
川
高
校
Ｏ
Ｂ
の
遠
藤
一

彦
さ
ん
（
元
大
洋
）
や
伊
藤
博
康
さ
ん

（
元
ダ
イ
エ
ー
）
を
は
じ
め
、
プ
ロ
野

球
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
の
や
り
方
や
、
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

分
か
れ
て
の
指
導
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
熟
練
さ
れ
た
プ
ロ
野

球
Ｏ
Ｂ
選
手
と
ふ
れ
あ
い
、
心
に
残
る

思
い
出
の
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

こどもの日に

全国少年野球教室

　５月１日、総合学習と生活の時間に地元のおばあちゃ
んやお母さんをボランティアティーチャーにまねき、よ
もぎだんごづくりを行いました。前日に学校の近くでつ
んだよもぎをだんごの粉と一緒にこね、丸めて煮る。それ
ぞれの行程をみんなで行いました。

授業の成果は？

　自分たちの身近にある食材を使
うことで、季節や郷土料理を味わ
いました。また料理を通して、地
元の人とのふれあいや、共同作業
の意義を学びました。もちろん後
片づけの大切さも  。

郷
土
料
理
を
作
っ
て
み
よ
う
�

こんな授業をやりました�

▲みんなで共同作業

�いちばんの楽しみ！試食

Qどんなホームルームですか
A１年生から６年生までみんな仲良しで兄弟
のような学校です。
Q良いところは
A上級生は下級生のめんどうよく見ます。い
つも元気に仲良くみんなで活動していま
す。
Q目標は
A地域の人たちと取り組む行事をがんばりま
す。

▲バッティングの指導をする伊藤さん

▲ピッチングの指導をする遠藤さん
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６
月
４
日
の
「
虫
歯
の
日
」
か
ら
１
週
間
は
、

歯
の
衛
生
週
間
。
家
族
で
歯
科
検
診
へ
行
っ
た

り
、
お
子
さ
ん
の
歯
磨
き
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
あ

げ
た
り
な
ど
、
こ
の
機
会
に
、
歯
の
健
康
を
も

う
一
度
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

歯
の
豆
知
識

�
毎
日
歯
磨
き
し
て
も
…

　

歯
磨
き
に
も
人
そ
れ
ぞ
れ
癖
が
あ
り
、
そ
の

癖
が
虫
歯
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
知
っ
て
い
ま

す
か
？
毎
日
朝
と
晩
に
磨
い
て
い
る
人
で
も
必

ず
磨
か
れ
い
な
い
部
分
が
あ
っ
て
、
そ
の
部
分

が
虫
歯
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

仮
に
三
日
に
一
回
し
か
磨
か
な
い
人
で
も
、
そ

の
一
回
が
完
璧
に
磨
か
れ
て
い
れ
ば
、
毎
日
磨

い
て
磨
き
残
し
の
あ
る
人
よ
り
も
虫
歯
に
は
な

り
に
く
い
と
い
う
の
で
す
。
で
も
、
一
番
は
毎

日
完
璧
に
磨
く
こ
と
で
す
が
…
。

�
口
が
一
番
先

　

鳥
も
魚
も
そ
し
て
人
間
も
す
べ
て
の
生
き
物

は
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
口
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
口
の
周
り
に
え
さ

を
探
す
た
め
の
目
や
鼻
、
耳
が
で
き
、
食
べ
物

に
近
づ
く
た
め
の
手
足
の
運
動
を
指
示
す
る
た

め
の
脳
が
で
き
る
の
で
す
。『
人
間
の
根
源
は
、

食
べ
る
口
』
な
の
で
す
。
野
生
の
動
物
で
あ
れ

ば
、
歯
が
な
く
な
れ
ば
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
く

な
る
た
め
、
死
を
意
味
し
ま
す
。

　

も
う
一
度
『
口
』
や
『
歯
』
の
重
要
性
、
そ

し
て
食
べ
る
こ
と
の
重
要
性
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

６
月
４
日
〜
歯
の
衛
生
週
間

　
　

見
直
そ
う
歯
の
健
康

ここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななととととととととととととととききききききききききききききどどどどどどどどどどどどどどううううううううううううううすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるのののののののののののののの？？？？？？？？？？？？？？こんなときどうするの？

●いったん全額自己負担したとき
　次のような場合はいったん全額自己負担となりますが、国保の窓口へ申請し審査で決定すれば、自己負担分を除い
た額が、あとで療養費として支給されます。
　費用を支払ったときから２年たつと支給されなくなりますので、ご注意ください。

申請に必要なもの

�保険証
�申請書
�診療内容の明細書
�領収書

不慮の事故などで国保を扱っ
ていない病院で診療を受けた
り、旅先で急病になり保険証
を持たずに診療を受けたとき。

�保険証
�申請書
�医師の診断書か意見書
�輸血用生血液受領証明書
�血液提供者の領収書

手術などで輸血に用いた生血
代。（お医者さんが必要と認め
た場合で、第三者に限る）

�保険証
�申請書
�医師の診断書か意見書
�領収書

お医者さんが治療上必要と認
めた、コルセ
ットなどの補
装具代。

申請に必要なもの

�保険証
�申請書
�明細な領収書

骨折やねんざなどで国保を扱
っていない柔道整復師の施術
を受けたとき。

�保険証
�申請書
�医師の同意書
�明細な領収書

はり・灸・マッサージなどの
施術を受けたとき。（お医者さ
んの同意が必要）

�保険証
�申請書
�診療内容の明細と領収明細
書（外国語で作成されてい
る場合は日本語の翻訳文が
必要です）

海外渡航中にお医者さんにか
かったとき。（診療が目的で渡
航した場合は支給されません。
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宝
物
を
さ
が
し
て
〜
で
は
、
皆
さ
ん
の
情
報
を
お

宝
物
を
さ
が
し
て
〜
で
は
、
皆
さ
ん
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
・
場
所
・
行

待
ち
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
・
場
所
・
行

事
・
人
・
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の
宝
物

事
・
人
・
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の
宝
物

な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⑦

石
川
町
立  
歴  
史  
民  
俗  
資  
料  
館 

れ
き 

し 

み
ん 
ぞ
く 

し 

り
ょ
う 
か
ん

　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
昭
和　

年
開
館
、

４９

石
川
町
産
出
の
貴
重
な
鉱
物
を
は
じ
め

世
界
の
鉱
物
の
ほ
か
、
古
民
具
や
古
文

書
な
ど
、
町
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
上
で

大
変
貴
重
な
資
料
が
展
示
、
収
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
は
、
県

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
鳥
内
遺
跡

の
出
土
品
が
常
設
展
示
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
も
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
を
収
集

す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
町
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
協
力
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▲入口です。お堅いイメージは捨て
てね

�
玄
関
を
入
る
と
石
川
町
産
で
現
存
す
る
最
大

の
水
晶
が
迎
え
て
く
れ
ま
す

▲県の重要文化財に指定された鳥内遺跡の出土品も常
設展示

高
田

第15回 

予防接種のお知らせ
�　平成１８年４月１日個人情報保護法に伴い、乳幼児

の予防接種時に使用する予診票 (問診票 )が変更
になりました。予防接種通知書送付時などに、
新しい予診票を交付しています。

�　平成１８年４月１日より麻しん、風しんの予防接種
が混合ワクチンとなり２回接種となりました。
対象年齢を確認の上、接種されますようお願い
致します。

立ヶ岡 太楽アキ子さん 

食改さんの 食改さんの 
 
 
 
 
 
 

●作り方 
１）山ウドは皮付きのまま長さ
4cm位、太めに切って酢水に浸
して水気を切る。 
２）種を取った唐辛子を小口切
りにし、フライパンにごま油と一

緒に入れ、中火で山ウドを炒める。 
３）しんなりしてきたら、調味料を入れて味を付けて器に盛り付
ける。しょうゆの量は味を見て調整する。 

●太楽さんの 
○酢水で山ウドのアクを取ってから炒めてさらにおいしく、彩り
もきれいです。 

○太めに切るとシャキシャキしておいしいです。 

○使わなかった葉の部分は、天ぷらや和え物にして無駄なく食
べられます。 

●栄養士さんのコメント 
　ウドは捨てる所がありま
せん。皮付きのままだと、
山ウドの緑色が鮮やかで、
歯ごたえや独特の風味も楽
しめます。山ウドがない時は、
栽培ウドで作ってみましょう。 

 山ウドのきんぴら 

材
料
（
作
り
や
す
い
量
） 

山ウド（太い茎の部分） 
　・・・・・・・・・・・・ ５～６本分 
唐辛子・・・・・・・・・・・ 小１本 
ごま油・・・・・・・・・・大さじ１ 
酒・・・・・・・・・・・・・・大さじ１ 
砂糖・・・・・・・・・・・・小さじ１ 
しょうゆ・・・・・ 小さじ１～２ 

�
世
界
的
に
も
め
ず
ら
し
い
鉱
物
も
多
数
展
示

麻しん・風しん混合予防接種名

第１期
�生後１２ヶ月～２４ヶ未満

第２期
�５才以上７才未満の人で小学校
就学前の１年間

�麻しん・風しんの予防接種をま
ったく受けていなく、麻しん・
風しんにかかったことがない人

※２期の対象者は１期接種者です。
麻しん、風しん別々に受けてい
る人は対象になりません

対　象

お問合せ先　保健センター ＴＥＬ２６－８４１６
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（平成１８年４月１日～４月３０日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

円谷 悠  太  郎  （公　洋・由美枝） 塩　沢
ゆう た ろう

迎　　 琉  生  （洋　樹・菊　江） 塩　沢
りゅう せい

白岩　　 青  （健　一・幸　江） 長久保
はる

佐川　 咲  良  （克　美・由紀子） 赤　羽
さく ら

佐川　 美  咲  （克　美・由紀子） 赤　羽
み さき

曲山　 蹴  斗  （正　一・美　紀） 塩　沢
しゅう と

石川 湧  芽  也  （英　和・恵　美） 曲　木
ゆ め や

坂本 蒼  和  子  （浩　大・紀　子） 大字新屋敷
そ わ こ

村井　 沙  紀  （一　隆・みゆき） 双　里
さ き

矢内　 凰  惺  （清　春・久　美） 板　橋
こう せい

大平　 侑  弥  （敏　雄・惠　子） 沢　井
ゆう や

石 川 町 6 ～ 7 月 の 主 な 予 定

6月 ● June

田中内科医院

保健センター

保健センター
勤労青少年ホーム

老人福祉センター

共同福祉施設ホール

ひらた中央病院
クリスタルパーク石川

保健センター
保健センター

在宅当番医
父の日

すくすく教室 （９：３０～）
夏至
３歳児健診  （１３：００～）
ねんきん相談
（郡山社会保険事務所） （１０：００～）
心配ごと相談 （１０：００～）
男女共同参画週間
第２２回石川町少年の主張大会
 （１０：００～）
在宅当番医
消防協会石川支部幹部大会

１歳児健診 （９：３０～）
１歳６ヶ月児健診 （１３：００～）

�
�
�

�
�
�
�

�

�

�

�
�
�
�
�

16
17
18

19
20
21
22

23

24

25

26
27
28
29
30

7月 ● July

ひらた中央病院

保健センター

浅川ファミリークリニック
老人福祉センター

保健センター

保健センター

国民安全の日
在宅当番医

三種混合 （１２：３０～）
七夕

在宅当番医
心配ごと相談 （１０：００～）

ひまわり教室・２歳児教室
 （９：３０～）
３～４ヶ月児健診・ＢＣＧ
 （１３：００～）
ぼん迎え火

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
�

1
2
3
4
5
6
　7

8
9
10
11
12

13

14
15

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

佐藤　和広（中　野）・田野ゆかり（平田村）
酒井　忠志（塩　沢）・高橋佳世子（白河市）
久下　正一（沢　井）・佐川　　南（赤　羽）
小豆畑宏和（山　形）・眞野目美和（玉川村）
荻野　正浩（曲　木）・有賀　絵美（玉川村）

住 所　 氏　 名　

 小豆畑　平　次 山　形
 渡　邉　健　三 母　畑
 ■　田　ヂン子 谷　沢
 曲　山　徳　子 塩　沢
 藤　井　八　郎 双　里
 鈴　木　花　子 沢　井
 大　串　菊　野 北　山
 鈴　木　修　次 北山形
 榊　枝　光　伊 母　畑
 芳　賀　キ　イ 板　橋
 鈴　木　サ　ヨ 双　里
 水　野　ミサヲ 中　田
 関　根　富　子 境ノ内
 有　賀　リ　キ 塩　沢
 ■　沼　千鶴子 立ヶ岡
 田　口　良　中 長久保
 ■　田　直　宣 谷　沢
 添　田　ヒ　サ 北　山
 志　賀　徳　治 北　町
 宮　本　正　和 大字新屋敷
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